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採択事例86（令和2年度）

補助種別 木 造 化

電子部品組立工場を、鉄骨造と木造の混構造で建設するプロジェクト。耐震壁、防火被覆、
屋根、マリオン等としてＣＬＴを活用し、鉄骨造が一般的な大規模工場建築の木造化に取り組
んでいる。
ＣＬＴの耐震壁はボルト接合として容易に着脱できるようにして、工場の拡張性の確保に対応し
ている。防火面では、ＣＬＴによる鉄骨柱の防火被覆により 30 分準耐火性能を確保し、内装
制限がかかる箇所には、塗装されたＣＬＴが難燃材料又は準不燃材料の大臣認定を取得するこ
とで工場内の木質化を図る計画である。屋根のＣＬＴは材幅 1.0 ｍに規格化し、ＣＬＴ同士を繋
ぐビスを立体的斜め打ちとするなど施工性に配慮している。
本計画による構造・意匠面の効果について、日本建築学会での発表が予定されており、設計・
施工技術についての普及・啓発が期待できる。

プロジェクト名

提案者（事業者）
設計者
施工者
建設地

ST-PJ
沖電気工業株式会社
大成建設株式会社　一級建築士事務所
大成建設株式会社　関東支店
埼玉県本庄市小島南４－１－１

提案の
概要

評価の
ポイント

北側からの全景

A. プロジェクト全体の概要
●埼玉県本庄市に位置する沖電気工業株式会社の電子部品組立工場の新築計画である。「地域社会と
共存し、災害に強い持続可能なスマート工場」をテーマに、最先端の環境技術を採用した日本初
のＺＥＢファクトリーとしている。中山道の宿場町である本庄の文化を反映し、地場木材や地場レ
ンガなど地域資源を随所に活用し、また免震構造とすることで生産の継続性を実現するとともに
地域の避難拠点としている。

B. 提案する木造化・木質化の取り組み内容の概要
●工場において、厚生エリアだけでなく、生産エリアにも幅広く、木質化部位を展開することにより、
工場全体の木質化を促進している。ＣＬＴを適材適所に使い分け、従前の技術を活用しながら、新
しい構造形式や防耐火仕様を創出している。

C. 提案のアピールポイント
●一般的に工場建築は短工期かつ効率性重視の観点から、鉄骨造で閉鎖的な箱型施設として建設され
ることが多い。しかし、昨今、工場は各地域のモノづくり拠点として、地域の人々が愛着をもっ
て働くことができる場所として見直されている。ここでは、地域固有の秩父杉によるＣＬＴを採用
し、従業員が健康的に過ごせる場所を提供している。また地域に開かれた工場として、ＪＲの線路
から抜群の視認性を考慮し、ガラスファサードからＣＬＴの様々な架構や防耐火仕上げを地域に広
く発信している。ＺＥＢや免震などの取り組みを含め、ＳＤＧＳ的な視点から、木質化された工場の
新しい在り方をアピールしている。

竣工済
竣工済につき
簡略版としています
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　建物全体の構成において、ＣＬＴ耐震壁・ＣＬＴ屋根・ＣＬＴバックマリオンなどの構造材として
木材を活用し、電子部品組み立て工場としては本邦初となる木構造を活用した鉄骨造としている。採
用技術は、下図に示すように、構造的・意匠的なＣＬＴ活用方法を採用する。加えて、什器や家具に
おいても地域産の木を採用することで総合的な観点から木質化を図る。

１階平面図

２階平面図

建物構成とＣＬＴ部材のキープラン

②トップライトを兼ねた
　井桁架構によるＣＬＴ屋根
法第 22 条地域に適合し、水平剛性・意
匠性を兼ね備えた屋根架構

①工場拡張を考慮した
　着脱式ＣＬＴ耐震壁（本邦初）
生産エリアの外周部に配置する
ＣＬＴ製の耐震壁

④ＣＬＴ板による鉄骨柱の
　令 70 条防火被覆（大臣認定取得）
鉄骨柱を覆う令 70 条に適合する
意匠性のよい木製の防火被覆

③風荷重を支持するガラスカーテンウォ
　ールのＣＬＴバックマリオン（本邦初）
バックパネル形状とすることで日射
遮蔽も兼ねた環境配慮型のバックマ
リオン

プロジェクトの
全体概要

厚生エリア

生産エリア

今回補助対称範囲

着脱可能なＣＬＴ耐震壁を設置した工場の内観イメージ スギ材による鉄骨柱の防火被覆
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木造化・木質化の
取り組み
内容

スギ材による鉄骨柱防火被覆のディテール
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00

1000

❹ CLT 板による鉄骨柱の令 70 条防火被覆
　地上３階建ての鉄骨造では、防火被膜には 30分の加熱
に耐える性能（準耐火構造）が求められ、仕様規定に従
うか、大臣認定を取得した仕様で防火被覆を行う必要が
ある。現存する大臣認定は木材による防火被覆は存在し
ないが、密度が低いスギ等の樹種においても燃焼速度は
1㎜／分以下となるので、30㎜程度の厚みで 30 分の加熱
に耐える性能が確保できる。

角型鋼管 
300×300

杉による被膜 t36

440

36

下地プレート t12
100×100

LGS野縁 t1.6
40×20

ＣＬＴバックマリオン

ＣＬＴに張弦架構

目隠しパネル

サッシ・マリオン

【従来技術によるマリオン】 【CLTバックマリオン】

提案者（事業者・建築主）、設計者・施工者、建
設地は扉頁参照

建物名称：沖電気工業株式会社本庄工場Ｈ棟
主要用途：工場
主要構造：木造化（鉄骨造一部木造）
防火地域等の区分：その他の地域
耐火建築物等の要件：準耐火構造と同等の準耐

火性能を有する構造（ロ－２）
敷地面積：124,156.89㎡
建築面積：9,789.21㎡
延べ面積：18,837.72㎡
軒　　高：13.261m
最高の高さ：14.711m
階　　数：地上２階、塔屋１階
構造用木材使用量：197.10㎥
うちＣＬＴ・ＬＶＬ等の使用量：197.10㎥

事業期間：令和３年度〜４年度
補助対象事業費：236,879 千円
補助限度額：118,439.5 千円

プロジェクト
データ

東京上野ライン高崎線

本庄市民体育館

おじま台小公園

計画地

←神保原駅

本庄駅→

先端性・先進性

❶ 工場拡張を考慮した着脱式 C LT 耐震壁
　生産エリアはフレキシブルな空間とするため、外周
部にボルト接合にて容易に着脱できる耐震壁を設置す
る。耐震壁にはＣＬＴを用いて木質化することで、従
業員や見学者への木質ファクトリーをアピールする。

❷ トップライトを兼ねた井桁架構による C LT 屋根
　鉄骨造において面内剛性を高めるために必要な水平
ブレースにＣＬＴパネルを用いることで確保する。意
匠性の高い木質内装仕上げとする。木材は断熱効果が
高いため通常の鉄骨水平ブレースよりも高い断熱性能
を確保することができ、空間の省エネルギー化に寄与
することができる。

❸ 風荷重を支持するガラスカーテンウォールの
　 C LT バックマリオン
　来客エントランスとなる北面ファサードのアルミ
カーテンウォールにＣＬＴを併用したバックマリオン
システムを採用する。耐風圧を受けるだけでなく日射
遮蔽効果も持たせ、環境負荷低減を図る。敷地北側が
JR 線路であり、木質化工場を多くの人にアピールす
ることができる。

増築

【接合方法①】 【接合方法②】

LSBスチール
フラットバー

鋼管

埋木をすることで意匠性向上
生産エリア

厚生エリア

生産エリア

厚生エリア

引張・圧縮伝達金物
せん断伝達金物

P

CLT耐震壁

V V

引張・圧縮伝達金物

せん断伝達金物

着脱式ＣＬＴ耐震壁

シート防水
断熱材

デッキプレート
H125

大梁 H鋼 500×250

5000 5000

CLT t180

大梁 H鋼 500×250

シート防水

断熱材
耐火野地板

【一般的な鉄骨屋根】 【CLTを用いた木屋根】

水平ブレース
クロスビス

設備吊り金物

ＣＬＴを用いた木屋根CLTバックマリオン

北側厚生エリア２階平面図
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採択事例86
竣工報告

ST-PJ

厚生エリア

北側からの全景俯瞰
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２階ショールーム

北側カーテンウォールの CLT バックマリオン

着脱可能な CLT 耐震壁


